
いきいき活動通信シニア団体

� 　長寿社会推進センター（福島県社会福祉協議会いきいき長寿課）に登録されている団体の活動状況をご紹介
します。キーワードは「生きがいと健康づくり」。元気に社会活動を行っている高齢者の方々を応援します。
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活動内容 能面・狂言面・神楽面制作
年齢構成 74歳～89歳 会 員 数 ６名

　

こ
こ
ま
で
形
が
出
来
れ
ば
、

作
り
上
げ
る
楽
し
み
も
増
し
て

く
る
。

　

黙
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
、
年
に
ひ
と
り
３
～
４
面
を

作
っ
て
い
る
。

今
年
は
30
回
を
迎
え
る
「
清
宝
会
能
面
展
」

　

会
津
宝
生
流
を
守
る
会
員
の
方
々
。

前
列
中
央
が
会
長
の
小お

川が
わ

純じ
ゅ
ん

さ
ん
。

〈
能
面
づ
く
り
に
魅
せ
ら
れ
て
〉

　

創
立
37
年
を
迎
え
る
清
宝
会
は
、
能

面
の
持
つ
秘
め
た
る
不
思
議
な
美
の
姿

に
魅
せ
ら
れ
た
方
た
ち
の
『
面
打
ち
』

の
同
好
会
で
す
。
会
津
若
松
市
内
の
実

相
寺
の
一
角
で
、
毎
週
、
能
面
制
作
に

励
ん
で
い
ま
す
。
型
紙
を
作
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
、
角
材
か
ら
彫
刻
し
、“
化

粧
”
を
す
る
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
絵

の
具
を
塗
っ
て
は
磨
き
、
ま
た
塗
っ
て

は
磨
き
、
そ
れ
を
30
回
以
上
繰
り
返
し

ま
す
。
面
が
出
来
上
が
る
ま
で
３
ヶ
月

程
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
面
は
、
ま
る
で

魂
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
師
匠
の

鑿の
み

の
手
さ
ば
き
に
魅
せ
ら
れ
て
能
面
づ

く
り
を
始
め
た
会
員
の
方
々
は
「
自
分

も
も
っ
と
上
手
に
打
ち
た
い
」
と
日
々
、

技
術
向
上
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

〈
伝
統
と
仲
間
を
大
切
に
〉

　

年
に
一
度
、
10
月
に
「
清
宝
会
能
面

展
」
を
、
会
津
町
方
伝
承
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
会
長
の
小お

川が
わ

純じ
ゅ
ん

さ
ん
始
め

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
今
年
は
第
30
回
と

い
う
節
目
の
展
示
会
に
な
る
の
で
、
こ

れ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
の
目
標
。

そ
の
た
め
に
は
お
互
い
健
康
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
す
。「
作

業
中
は
皆
、
黙
々
と
集
中
し
て
い
る
が
、

制
作
以
外
に
も
、
新
年
会
、
花
見
、
忘

年
会
な
ど
、
楽
し
み
を
見
つ
け
て
親
睦

を
深
め
て
い
る
の
で
す
よ
。」
と
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
、
仲

間
と
と
も
に
伝
統
も
絆
も
大
切
に
し
て

い
る
よ
う
す
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
門
を
た
た
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
入
会
は

大
歓
迎
だ
そ
う
で
す
。

　シニア団体活動支援事業の登録団体を募集しています。60歳以上の方が中心となっ
て活動しているサークルや団体の情報をお持ちの方、ぜひ紹介してください。
　登録すると、長寿社会推進センターで実施する事業のお知らせや「いきいき活動通
信」などをお送りします。団体のイベントや会員募集などについてもホームページで
広報します。ホームページは、
　福島県社会福祉協議会→県民の皆様→１－８「長寿社会の推進」→Ｄ「シニア団体
活動支援事業の案内」をご覧ください。
　その他、詳しくはお問い合わせください。

◆いきいきと活動している団体を募集しています！

新
規
団
体
を
紹
介
！

～シニア団体活動支援事業～

令和３年（2021年）２月発行

いきいき　　
　長寿だより
いきいき　　
　長寿だより



発行　長寿社会推進センター（福島県社会福祉協議会いきいき長寿課）
　　　〒960-8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター内　TEL（024）524-2224　FAX（024）524-2228
　　　高齢者総合相談センター、認知症コールセンターに関するお問い合わせ（相談以外）もこちらにどうぞ。

　新たに登録していただいた清宝会をご紹介しました。掲載を希望される団体はご連絡ください。
お話を伺いにまいります。

　さて、川島英雄さんの川柳番外編。「三密を避けて今夜も二人酒」…沁みます…。外出も制限されるようなこの
ごろ、やむを得ず、家飲み、宅飲み、している方も多いのではないでしょうか？福島の酒の売り上げが落ちない
ことを願います。
　ところで三密とは、仏教の教えで身

しん

密
みつ

・口
く

密
みつ

・意
い

密
みつ

の総称だとのこと。受け売りですが「からだや行動（身）
を整え、言葉や発言（口）を正しいものとすれば、おのずと心や考え（意）も整う。修行を重ね、三密を研ぎ澄
ませば、この世であっても仏様のように心穏やかに過ごせる。」（猪苗代のご住職、松村妙仁さん）という大切な
教えだそうです。

編集後記

◆いきいき長寿県民賞

　　いきいきと年齢を感じさせない生き方をしている高齢者や、積極的に社会参加活動を行っている団体を表
彰しています。

☆　令和２年度はこの方々が受賞！
　　　　　○　川　島　英　雄 さん　（91歳）　　会津若松市　「川柳と語り部は車の両輪のごとく」
　　　　　○　紺　野　正　喜 さん　（85歳）　　南 相 馬 市　「いつも自然体でボランティア活動」
　　　　　○　佐久間　イネ子 さん　（89歳）　　国　見　町　「大正琴に魅せられて」
　　　　　○　佐久間　俊　孝 さん　（90歳）　　福　島　市　「民謡の普及に生涯をかけて」
　　　　　○　桑野婦人会　元気長寿カフェ部会
　　　　　　　　　　　　　　 　（平均73歳）　　郡　山　市　「地域のお年寄りをみんなで元気に」

☆　令和３年度は４月に募集が始まります！（自薦他薦問いません。詳しくはお問い合わせください）

～いきいき長寿県民賞を受賞された川島英雄さんから　　　　　
　　　明るい長寿社会にちなんだ川柳を寄せていただきました～

・伸び代に百寿を射程距離におく　　　・丑年を牛歩であゆむ老いの道
・お喋りも御洒落もアンチエージング

◆高齢者総合相談センターから

　　最近の傾向として、身寄りのない一人暮らし
の方や、子供に迷惑をかけたくないという方か
ら、今後どのような準備をしておけばいいの
か、という相談が多く寄せられています。

○　残された家族のために遺言を書いておかれると
よいでしょう。令和２年７月より、自筆遺言を法
務局で預かってくれるサービスが開始しました。
○　元気なうちに後見人を決め、自分が判断できな
くなった時に始める任意後見制度もあります。
○　一人暮らしをしていて、身体が思うように動か
なくなった時は介護サービスを利用することがで
きます。「地域包括支援センター」が地域の窓口
です。

◆認知症コールセンター
　認知症に関する悩みや心配なことを、介護経験の
ある相談員がお聞きします。どんなことでも、話す
だけでもきっと心が少し軽くなると信じて、お電話
お待ちしています。
　もちろん、秘密は厳守します。
　　☎024-522-1122へ、ぜひどうぞ。
　　月～金曜日　10：00～16：00

◆高齢者総合相談センター
　高齢者の心配ごとや悩みごとの相談をお受けして
います。法律相談もあります。
　秘密は厳守します。一人で悩まずに、
　　☎024-524-2225にお電話ください。
　　月～金曜日　9：00～17：00

いきいき長寿だより
～希望と活力に満ちた長寿社会をめざして～


